
 

 

 

  

すずの名称 ８．宮 社
み や も り

す ず （ 宮

ぐう

杜

しゃ

すず）江釣子神社のすぐ西に位置し、大きく

えぐれた崖の下から水が湧いており、かっては大坊堰

の水を分水し、落差を利用して水車を回したところで

す。製氷を試みたコンクリートの枠組みも残っていま

す。朝鮮芹（クレソン）が少し生えています。 

１．水源の状況 

（河岸段丘） 

・しみる様に湧いている。 ・水量少し多い。 

・地区自治会が「多面的機能」として、花壇など環境整備を行っている。 

・昔、製氷作りを心みた跡が見られる（コンクリート片） 

 

 

 

２，水生生物 すず溜まりに、 

・アカハライモリ（準絶滅危惧種） 

（運か良ければ見られる） 

 

 

３．水生植物 ・ウキグサ 

 

 

４．周辺の動物  

 

 

５．周辺の植物 ・ヒメザゼンソウ（点在） 

・セリ（少し） ・クレソン 

・ドクセリ（少し）（猛毒）根がワサビの様な形、 

セリの香りがしない。 

・ラッパスセセン（点在） 

・ネコノメソウ 

・サイカチ  

６．考査 ・地区自治会が花壇など環境整備を行っている。他の自治会の見本に成れば 

と思う。（多面的機能・景観形成保全活動） 

・すず正面、法面の崩れが気になる。 

 

 

７．その他 ・水温 １５度  ・１３度   

・ＰＨ 6.5 

・硬水度 弱硬水 

多面的機能花壇 

調査： 令和２年６月追加調査 




